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話

苑

。

ア
イ
♂
オ
タ
ラ

l
L
F
O
情
値
論

第
二
十
六
巻

同
八
四

第

偶

フ

司.-
b〆

ー
ト
の
債
値
諭

(
上
)

4 

オ

ク

ア

山

本

市

勝

ιー
が
さ

一
、
倒
値

?
U
V

主
識

一
一
、
冊
仙
わ
醐
阻
止
l
l
eそ
の
腿
史
的
世
骨
的
伸
質

玉
、
柑
曲

、
悦
価
め
決
定
原
凶

四
、
価
値
ゆ
分
軸

主
再
止
産
1
c
m
闘
係
。tま

し

カさ

き

7

Y

ク
λ

の
資
本
論
を
説
む
も
の
は
、
彼
れ
が
ア
ィ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト
を
引
用
す
る
場
合
、
惜
仁
デ

1
P

ロ
t
z
)
の
編
纂
に
な
れ
る
「
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト
」
苫
『
ω日

o
q
R
E
-
3号
、
の
口
一
-
u
c
E
Z
H∞
品
目
に
よ
れ
る
を
知
る

で
ゐ
ら
う
o

ま
た
、
彼
T
F
F
λ

が
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
1

ト
の
伺
倣
に
閲
す
る
思
想
を
問
題
正
す
る
時
は
、
い
つ
で

も
、
右
の
者
に
合
ま
る
、

w
ト
ロ

1
ヌ
(
戸
内

4
B
E
O
)
の
「
枇
曾
的
利
盆
に
つ
い
て
」
ロ
o
コ
己
耳
吟

m
o
n
s
-
に
よ
れ

る
・
』
正
に
気
附
か
る
、
で
あ
ら
う
。

明品が
A
j
旬
、
に
、
題
し
て
『
フ
ィ
ジ
方
ク
ラ

1
ト
の
債
俗
論
」
ご
い
よ
の
も
、
質
は
、
ニ
の
F

ト
ロ

1
見
の
同
情
値

論
な
の
で
ゐ
争
、
参
考
ご
せ
る
原
文
も
亦
、
マ
ル
ク
ー
が
引
用
せ
る
さ
岡
む
デ

1
w
の
版
本
の
、
而
も
マ
ル
ク
旦

が
引
却
し
っ
、
ゐ
る
、
其
の
『
一
献
曾
的
利
盆
に
つ
い
て
」
な
の
で
あ
る
。

F
ィ
ジ
才
一
F
-
7
1
ト
の
偲
値
論
を
論
中
る
も
の
は
、

ル
ト
ロ

1
2
の
此
書
を
引
〈
を
例
ご
す
る
。
併
し
7
ィ
グ

一------~~
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オ
ク
ラ

1
ト
ご
い
へ
ば
.

い
ふ
迄
も
な
〈
、

ケ
ヰ
ー
を
中
心
ご

L
た
幾
多
的
事
者
叫
集
h
J
で
ゐ
る

hrι
、
U
F

ト
ロ

1
見
の
越
ぷ
る
所
の
一
、

識
で
も
考
へ
ら
れ
な
い
1
0

従
ワ
て
言
葉

ω厳
密
な
意
味
で
は
、
彼
の
圃
慣
値
訟
を
以
て
、

れ
ご
呼
ぶ
-
』
ご
は
営
ら
ぬ
で
め
ら
う
。

サ
れ
ど
も
、
第
一
仁
は

T
V
1ヌ

Z
V
ふ
名
前
が
、
我
一
学
曾
で
は
あ
ま
り
に
知
ら
れ
て
居
な
い
様
ー
も
あ

b
・
第
二
に
は
、
フ
ィ
ジ
オ
P
ラ
1
ト
が
、
メ
W

カ

Y
チ

9
2
・F
Z回
現

b
、
そ
の
杢
健
が
、
思
想
的
に
、
極
め
て

密
接
仁
一
致
せ
し
こ
ど
は
一
般
に
認
め
ら
る
、
所
司
あ
ち
、
最
後
に
悲
の
知
る
限
b
，
、
戸
ト
了
1
え
に
異
説
ぞ
な

す
フ
イ
ジ
オ
タ

-
7
1
ト
も
厨
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

L
ば
ら

C
遁
訟
に
従
ひ
、
彼
の
設
を
以
て
、
フ
イ
ジ
オ
タ
フ

|
ト
の
伺
侃
設
を
代
表
さ
せ
て
も
・
必
ら
宇
し
も
不
常
で
は
ゐ
る
ま
い
。
殿
山
両
に
は
「
ケ
ト
ロ

1
叉
の
伺
低
諭
』

ε

な
す
べ
き
を
、
敢
て
「
7

ィ
ジ
オ

P
3
1
ト
の
償
低
論
」
ご
題
し
た
所
以
で
あ
る
。

上
越
せ
る
如
く
、
本
論
文
の
目
的
ご
す
る
ご
一
}
ろ
は
、
ル
ト
ロ

1
x
の
伺
伯
諭
を
う
か
い
V

ふ
に
ゐ
っ
て
、
彼
の

「
枇
曾
的
利
盆
に
つ
い

τ』
会
館
を
紹
介
す
る
に
ゐ
る
の
で
は
な
い
、
が
併
し
、
同
書
に
於
げ
る
欄
侃
論

ω地
位
を

理
刷
用
す
る
た
め
に
は
、
同
省
の
由
来
古
そ
の
構
成
に
つ
い
て
、
片
言
を
費
し
て
置
〈
の
が
便
利
か
ご
忠
ふ
。

同
寄
り
由
来
は
、
著
者
が
そ
の
町
い
炉

γ
に
明
に
し
て
居
る
様
に
、
コ
リ
一
デ
ィ
ャ
ゾ
ク
の
「
商
業
ご
政
府
」
円
仰

の
o
呂
田

2
2
2
F
向

O
Z
2
2
0自
E
F
gロω
T
凶
昨
宮
町
内
}
住
吉
日
自
ニ
ピ
ロ
ト

FHHH10
同
ミ
へ
に
促
が
さ
れ
て
、
そ
の
談

一
か
ら
十
迄
が
、
す
ぺ

τの
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
居
た
ど
は
、
ム
前

ア
ィ
ク
オ
ク
ラ

1
ト
の
そ

を
指
摘
し
、
且
っ
そ
れ
を
機
曾
に
、
題
目
の
一
本
す
が
如
、
き
諸
問
題
印
も
債
伯
、
術
環
、
工
、
商
業
に
関
聯
し
て
枇

曾

ω利
盆
り
何
た
る
か
を
一
不
吉
ん
が
定
め
に
、
翌
一
七
七
七
年
に
」
初
め
て
目
白
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
(
説
)
。
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苑
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詑

ア
イ

d
オ
タ
一
-
7
'
L
r
白
倒
値
諭

O 
四

施

第
二
十
六
巻

第

按

四
八
六

『
倒
値
、
循
環
に
つ
い
て
、
及
び
耐
工
業
山
性
質
及
肺
呆
に
つ
い
て
J
人
々
の
陥
れ
る
理
論
よ
由
競
謬
位
、
行
止
の
方
面
に
於
て
、
多
{
山

賀
際
的
視
謬
を
悲
起

L

t
人
々
は
生
陸
物
の
倒
備
に
針

L
、
そ
の
版
買
に
到
し
舗
般
の

2
7
1そ
の
柑
某
は
耕
作
の
減
泊
、
岡
家
恥
入
山
減

少
、
従
っ
て
食
料
主
共
に
減
ず
る
人
γ

口
の
誠
山
T
Z掛
ナ
ー
ー
を
引
入
る
る
と
と
を
斜
地
は
な
払
っ
た
。
人
々
は
自
由
生
産
自
訟
刷
並
に
誕
の
分
配

の
松
則
を
剖
ら
な
か
っ
た
。
:
:
-
-
此
山
鯨
盟
な
そ
し
て
時
昧
な
し
に
受
入
れ
ら
れ
た
恩
師
叫
の
悦
伺
か
ら
、

E
う
し
で
枇
脅
的
利
輩
を
組
制
せ
ず

に
済
ま
う
か
。
:
・
一
-
金
が
「
乱
合
秩
序
」
に
闘
す
る
排
出
に
於
て
駄
へ
、
今
豆
本
繭
文
に
於
て
、
秩
序
的
に
詑
か
ん
と
す
る
単
誌
な
る
也
の
は
、

ζ

の
十
五
年
以
高
駈
酬
の
帯
地
に
於
て
、
俸
に
せ
ら
れ
、
世
明
せ
ら
れ
.
世
明
せ
ら
れ
た
も
の
て
あ
る
。
惜
し
未
だ
十
分
で
は
な
い
、
な

f
な
ら

ば
、
ヨ
シ
子
イ
ヤ
ツ
ク
僻
正
由
蜘
§
、
有
拙
な
る
著
者
が
、
た
い
‘
其
の
早
誌
の
一
部
を
採
用
せ
る
に
す
ぎ
白
故
で
あ
る
。
:
:
:
私
は
2

ン
ヂ
イ

ヤ
ツ
タ
の
若
挫
の

M
Hを
品
は
ず
に
、
本
書
山
内
容
が
闘
M

刊
す
る

K
従
ワ
で
般
の
原
刊
を
繭
僻
す
る
て
あ
ら
う
@
出
叫
は
一
敵
を
敬
宵
す
る
ξ

日

r

(
陸
)ム

以
外
心
円
的
を
も
h
山
由
.
だ
か
、
b
此
の
諭
犠
に
於
て
私
は
コ
シ
戸
イ
ヤ
ツ
ク
民
的
倒
す
る
す
べ
て
の
館
批
を
捧
げ
、

H
つ
般
が
訓
舶
に
示
さ
う
と

5
 

1

1

L

L
た
友
愛
を
迭
も
犬
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
』

而
し
て
右
の
「
商
業
吉
政
府
』
じ
於
て
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
叫
y
h
y

が
・
自
ら
「
経
済
皐
の
諸
原
理
t
T
逃
ぷ
る
」
古
稀
寸
る

そ
の
第
一
篇

ω、
肝
詰
胡
第
一
章
に
「
事
物

ω債
俗
的
碁
礎
』
司
自
白
内
自
宮
内

ι
m
u
g
-
E吋

ι
g
n『
2
2目
を
述
べ
、
第

こ
章
に
「
事
物
の
煩
絡
の
基
礎
」
司
。
ロ
舟
目
白
同
合
唱
ユ
un

色
白
円
『
2
2
を
論
じ
、
綴
〈
第
三
章
で
「
欄
格
の
制
捜
勤
」

匂

m
z
g『
町
民
O
ロ
品
目
司
ユ
ド
を
取
扱
へ
る
に
劃
し
て
、

f
b
ロ
1
旦
の
「
枇
曾
的
利
盆
に
つ
い
て
」
も
、
そ
の
宵

一
闘
の
第
一
章
を
『
償
倣
ご
償
倣

ω柿
々
な
る
原
因
に
つ
い
て
』
ご
題
し
、
今
引
払

ω手
許
に
あ
る
」
7
1
u
の
版
で
は
四

析
版
十
七
廷
を
ば
、
喜
一
郎
慣
値
り
論
議
に
捌
い
℃
居
る
。
ヨ
ン
デ
イ
ヤ
ヅ
タ
が
、
-
』
れ
ι
f
「
経
済
同
地
干
の
原
理
』
さ
渇

ぺ
、
む
同
ト
ロ

1
a
一
炉
、
こ
れ
に
開
審
問
一
闘
の
一
章
を
割
い
て
居
る
結
が
ら
考
へ

τ
b、
調
低
に
閲
す
る
問
題
炉
、

十
八
世
紀
経
楓
例
年
誕
生

ω賞
初
に
於
て
す
で
に
、
斯
皐
に
於
け
る
中
心
問
題
の
一
つ
ご
な
っ
て
居
た
こ
ご
を
袋
す

である。
Physiocrates. p九rDaire )846 pp 
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ア
キ
ス
ト
を
見
る
機
曾
を
持
た

e
き
る
論
者
逮
が
、
ゃ
、
も
す
れ
ば
想
像
す
る
で
あ
ら
う
如
〈
、

此
凶
悶
闘
は
、
彼
等
仁
ご
つ
て
は
、
た
い
V

種
々
な
る
政
策
的
論
策
の
序
に
そ
の
頭
を
散
見
せ
し
む
る
に
止
る
程
、

ιか
〈
鞭
少
な
問
題
で
な
か
っ
た
司
』
正
は
‘
先
以
て
注
意
を
晩
ょ
に
備
す
る
事
賞

r
z考
へ
る
o

右
迎
よ
る
が
如
〈
-
w
ト
ロ

1
2
の
「
枇
曾
的
利
盆
仁
つ
い
て
』
の
第
一
章
は
、
「
債
依
己
煩
伯
の
和
々
な
る
原

因
』
の
説
明
に
嘗
て
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
的
第
一
章
は
、
克
仁
、
突
の
如
き
題
目
を
も
っ
十
七

ω節
仁

る
に
雄
〈
な
い
。

H
T
た
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
、
諸
白
欲
望

(
F
E
E
S
)
。
そ
れ
撃
を
充
足
す
る
諸
山
手
段
。

第
二
.
人
知
的
野
働
に
助
け
ら
れ
た
る
土
地
の
生
産
力
(
同
町

E
P色丹市)。

節
目
三
、
生
陀
物
に
於
て
は
、
其
の
殺
加

(
E
E
R
)
と
其
の
倒
値
(
〈
巳

2
4
・
と
を
考
察
せ
な
け
れ
ば
な
ら
由
。

第
四
.
倒
仙
の
定
義
(
ロ
丘
町
長
百
ロ

ι
A
W
7
4
2
一2
4
0

第
五
、
倒
他
山

ι

耕
一
白
版
刷
、
即
ち
布
川
力
(
宮
司
日
空
白
血

E
5品
--m)
。

第
六
‘
袖
川
は
倒
催
。
尺
度
に
は
非

f
o

第
七
、
倒
値
白
第
二
の
原
凶
、
即
ち
不
可
避
な
る
刷
費
宮
内
ω
『

E
5
5島
町
田

2
昌
F
宮
、
。

第
λ
、
第
一
ニ
の
原
刷
、
即
ち
荷
山
ザ
又
位
豊
富

(
E
E円。作品

E
F
E
E
Z
S
1

第
九
、
第
聞
の
原
凶
、
即
ち
競
争

(
F
2
2
E司
自
日
)
。

第
寸
、
生
産
物
自
櫨
が
そ
の
倒
値
の
外
的
(
彼
岸
)
の
厩
凶

(
F
n
E
Z
己
広

E
E
H
)
な
り
。

第
十
一
、
偶
値
は
人
口

A
V
人
口
の
安
易
(
て
包
盟
国
n
o
)
に
依
存
す
る
ω

第・
1

二
、
再
生
産
去
抑
却
と
は
相
互
に
尺
雌
で
あ
る
@

第
十
三
、
人
は
醐
値
に
よ
る
白
外
.
再
生
障
を
改
善
し
(
合
E
h
E
Z『
)
軒
な
い
。

詑

フ
イ
ジ
オ
ク
ヲ

1
ト
白
倒
値
論

第
二
寸
大
谷

第

韓

0 
五

四
八
七

苑
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設

苑

一O
六

ア
イ
ジ
オ
タ
ラ

1
ト
の
倒
値
論

第
二
十
六
巻

四
凡
人

第

挽

第
十
回
、
価
値
凶
軍
国
(
円
自
唱
。
江
川
州
国
内
命
血
肉
川
町
〈
己

2
4。

第
十
五
、
債
値
は
一
岡
山
駅
離
の
検
個
叫

(-17030目
宮
)
で
あ
る
。

第
十
士
、
富
山
上
に
影
響
す
る
も
O
は
、
第
一
空
宇
に
於
け
る
惜
値
よ
り
外
に
な
い
。

第
十
七
、
型
的
。

以
下
私
は
、
悲
の
見
て
以

τ最
も
便
利
ご
す
る
衣
の
順
序
に
従
っ
て
、
出
来
る

rけ
忠
質
ド
、
彼
の
債
依
思
畑
悼

の
要
旨
を
さ
「
る
で
め
ら
う
。

h
H
h
v
煩
値
論
は
な
鬼
に
よ
れ
ば
、
フ
イ
ザ
オ
ク
ラ

v
l
経
済
払
想

ω礎
石
川
り
一
つ

を
な
す
も
の
で
あ
品
、
従
つ

τ之
を
、
十
分
に
論
宇
る
た
め
に
は
.
勢
び
そ
の
全
慨
系
に
亘
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
が
、
斯

ω如
き
は
素
よ
り
桝
究

ω途
上
に
あ
る
悲

ω、
殊
に
か
、
る
小
論
文
に
於

τ、
到
底
な

L
能
は

F
る

所
に
属
す
る
。

ー
債

f直
の

定

義

「
閣
情
他
は
、
成
る
物
ご
他
の
物
言
の
間
に
、
印
ち
一
の
生
斎
物
の
戎
量
己
他
の
生
産
物
的
戒
量
百
の
聞
に
、
存

在
す
る
交
換
り
削
合
の
中
に
存
す
る
。
」
「
倒
低
が
交
換
の
制
入
日
の
中
に
存
す
る
」

F
E
Z
5
2
5日
措
且
E
E
m

自
宅
o
z
q恥

OFEmo
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
勿
論
岡
田
伯
白
川
が
交
換
の
糊
合
(
乃
至
比
率
)
ぜ
阿
一
物
に
ご
い
ふ
意
味

で
は
な
い

o
ぞ
れ
は
「
物

ω他
物
己
交
換
さ
れ
得
る
カ
」

E
』

U
8
1ま
A
z
・

n=由
。
E
ι
・t
百

斥

F
E
m
r
ω
-
z

5
0
9耳
目
】

E
E
Z
ω
を
意
味
す
る
に
は
遠
ひ
な
い
の
だ
が
・
た
い
Y

、
此
の
カ
は
そ
の
一
物
に
岡
有
絶
劃
な
大

量
古
を
有
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
交
換
聞
係
に
抵
か
る
、
他
の
物
の
交
換
カ
吉
相
掛
的
な
一
の
大
き
苫
に
外
な
も

被暫のr9r"m主産階執即ち農業者。子宮指すo後戸説明す "'0。
Physiocrates. p目 889(マルクス管事諭第一審カウツキー服部四頁喜晴)
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ぬ
ご
い
ふ
の
で
あ
る
o

そ
れ
故
に
又
・
一
物
の
贋
低
の
大
き
き
は
、
共
物
白
樺
り
上
に
は
何
浮
の
竣
化
な
〈

Z

も
、
交
換
の
相
手
方
Z
な
る
他
の
物

ω上
に
起
れ
る
磁
化
に
よ
っ
て
鍵
化
し
得
る
も
の
己
な
ふ
.
。

元
来
償
他
論
上
・
重
大
な
問
題
ゆ
一
つ
は
、
物
の
岡
闇
値
が
・
絡
調
的
の
大
き
き
な

h
ゃ
、
相
調
的

ω大
き
き
な

h

リ
や
ご
い
ふ
こ
正
で
ゐ
る
が
、
此

ω問
題
に
つ
い
て
、

F

ト
ロ

1
又
の
見
解
は
、
相
封
的
の
大
き
さ
に
止
ま
る
-

Z
な
す
も
の
に
し
て
、
今
日
多
〈
の
経
済
串
者
の
通
話
に
A
ロ
L
、
叉
T
U
F
F
Z

の
そ
れ
さ
は
異
る
o

債
植
の
後
生

i
ー
そ
の
歴
史
的
批
曾
的
性
質

前
市
引
に
於
け
る
が
如
〈
定
義
せ
ら
る
、
伺
低
は
、
如
何
に
し
て
後
生
す
る
に
至
れ
る
か
ご
い
ふ
に
、
彼
の
見
解

で
は
・
そ
は
交
換
己
い
ふ
事
賞
に
趨
滅
を
有
す
る
。

「
生
濯
物
を
評
樹
(
2民
自
ぬ
る
す
る
に
、
其
の
有
用
性
(
古
川
w-
一広
ω
5
5ロ
a)
の
み
に
よ
っ
て
す
る
は
、
未
だ
十
分

で
な
い

o
Eに
そ
が
相
互
に
交
換
さ
れ
得
る
カ
セ
・
・
:
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

o
仲
閉
ざ
関
係
を
持
た
干

し
て
、
た
ャ
己
れ
の
牧
穫
に
よ
っ
て
の
み
生
活
を
替
め
る
孤
立
人
は
英
山
生
産
物
に
つ
き
曜
に
共
の
伽
人
的

数
周
吉
呂
志
向

5
8自
主
命
)
を
評
欄
す
る
に
過
ぎ
ぬ
で
ゐ
ら
う
。
然
る
に
二
つ
の
家
族
が
相
主
〈
つ
〈
ら
る
、

に
至
る

z・
雨
者
め
聞
に
・
一
の
勢
働
的
自
然
的
協
力
会
耳
目
ωO己
主
O
D
S
E
R
F
含

E
2
5
1
L
O

百三
ng)
が
つ
〈
ら
れ
、
交
換
が
趨
h
τ
、
す
べ
て
の
欲
望
を
充
し
、
享
受
を
術
大
し
、
相
互
じ
も
が
過
剰
Z

す
る
も
の
を
以
て
、
己
が
侠
〈
志
所
の
も
の
を
得
る
の
手
段
を
見
出
さ
し
む
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

「
故
に
・
人
類
が
枇
品
目
を
な
す
朕
態
に
至
る
ご
、
生
虫
胤
物
は
.

一
の
新
た
な
る
性
質
を
獲
得
す
る
。
此
の
新
た

設

苑

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
E
L
r
の
倒
値
論

第
二
十
六
魯

四
凡
丸

第

蹴

c 
t 

lbid. X 
Ibid. p. 888， 889 
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詫

苑

ア
イ
ジ
オ
タ
ラ

l
b
O
慨
値
論

第
三
部

0 
λ 

第
二
十
六
巻

四
九
O

な
る
一
一
性
質
は
、
人
灘
相
互
の
交
通

(
F
g自
E
S
E
E
S
)
か
ら
生
れ
る
も
の
で
あ
る
此

ω性
質
ご
は
削
ち

o

o

u

 

価
慣
伯

ω
・
』
ぜ
で
ゐ
る
し
」

斯
徒
に
、
酬
明
侃
は
人
々
・
相
交
泌
し
て
行
ふ
交
換
ご
い
ふ
事
実
に
由
来
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
未
に
交
換

ω行

は
る
ニ
ご
な
き
孤
立
人
に
、
一
品
物
の
伺
伯
ご
い
ふ
現
象
が
存
在
し
な
い
ー
の
は
無
論
の
こ
正
で
あ
る
が
、
た
ご
へ
す

で
に
交
換

ω存
す
る
枇
曲
目
に
ゐ
っ
て
ち
「
交
換
に
入
込
ま
54ω
生
産
物
」
帥
も
生
産
せ
る
農
民
が
直
接
自
身
的
消
費

に
供
す
る
部
砂
は
、
篭
も
冊
胴
侃
仁
協
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
『
同
情
備
は
交
換
の
割
合
の
う
も
に
存
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
債
佐
に
影
響
す
る
所
の
も
の
は
、
交
換
さ
れ
た
生
産
物
叉
は
交
換
古
る
べ
〈
蓮
命
づ
け
ら
れ
た
生
産

物
の
品
川
量
以
外
に
は
な
い
。
放
に
生
産
者
自
身
に
よ
っ
て
現
物
の
ま
、
消
費
せ
ら
る
、
部
分
は
、
迭
も
拡
都

γ
入

込
ま
5
る
も
の
で
あ
る
か
ら
ョ
制
問
伯
に
寄
奥
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
他
人
の
生
産
物
を
消
費
す
る
も
の
は
、

す
べ
て
等
償
を
典
ふ
る
の
外
そ
れ
を
手
仁
入
れ
る
司
」
己
が
出
来
泊
か
ら
、
そ
こ
で
契
約
者
が
相
互
に
バ
ラ
ン
ス
に

一
の
交
換
償
値
(
Z
コ
何
百
一
向
日

q
p
z
E問
与
を
獲
得
す
る
O
L
ぜ
い
へ
る
は
、
却
も
そ
れ
で
ゐ

置
〈
所
の
ニ
物
は
、

る
『
註
)
。

佐
) 

ル
ト
ロ

I

ヌ
が
、

ζ

白
ζ
之
を
力
弧
〈
王
張
せ
る
は
、
い
ふ
迄
も
な
〈
、
コ
シ
ヂ
イ
ヤ
ツ
ク
白
『
商
業
と
耽
府
』
に
、
『
吾
人
が
一
物
に
欲
望

〉畠

を
持
つ
や
否
や
北
事
物
は
倒
値
を
持
A
Y

山
で
あ
っ
て
、
空
拠
出
問
題
と
な
る
以
前
に
於
て
、
そ
れ
を
持
つ
の
で
あ
る
』
と
い
ひ
っ
、
『
未
だ
』
白
人
喝
な

6
 

き
小
杭
民
者
』
の
聞
に
す
で
に
倒
値
内
存
す
る
こ
と
を
主
抵
せ
し
を

H
株
主
し
て
肘
る
白
で
あ
る
叫
た
て
吾
?
と
し
て
は
.
た
ピ
こ
れ
だ
げ
の

引
川
句
に
よ
っ
て
コ
シ
デ
イ
キ
ッ
ク
の
倒
仙
簡
を
評
似
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
と
こ
れ
と
は
、
個
個
な
る
語
白
川
法
争
開
時
に
す
る
か
ら

T
あ
る
。

私
一
位
別
町
論
文
に
於

τ雨
者
自
鼻
岡
を
明
に
せ
ん
と
企
で
つ
、
あ
る
。

Jbid. p. 889. ，(1園値Jla valeur J:.いふ言銭円みイダ切りタ憾で書かれて居

るn

Ibid. p. 8日9.890. 
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ご
も
ゐ
れ
、

F

ト
ロ

1
旦
が
事
物
の
慣
値
を
以
て
・

KMY
仁
効
用
ご
凶
別
す
る
に
止
ら
?
、
之
を
交
換

ω可
能

η
 

J

」
結
び
つ
り
、
そ
は
寸
人
類
が
枇
曾
を
な
す
紋
態
「
」
じ
至
っ
て
「
生
産
物
が
獲
得
せ
る
一
の
新
た
な
る
性
質
」
ロ
忠

告
主
芯

E
5
2
0
正
な
す
貼
は
、
彼
れ
が
、
す
で
に
償
値
の
一
極
史
的
批
曾
的
性
質
を
四
時
解
せ
る
も
的
ご
し
て
、

吾
人
の
注
目
を
値
す
る
司
』
正
で
ゐ
る
o

「
彼
等
に
ご
っ
て
酬
明
倣
は
未
に
物
質
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
]
ぜ

か
、
「
彼
等
に
は
明
蹴
な
る
償
値
の
概
念
が
不
足
し
て
居
る
。
彼
等
の
問
題
=
す
る
所
は
.
人
類
活
動

ω或
る
一

定
的
枇
…
噌
的
存
在
形
式
た
る
慣
備
で
は
な
〈
.
資
料
土
地
自
然
及
び
其
の
資
料
の
獲
形
か
ら
成
立
つ
所
の
自
然
物

で
あ
る
』
等
々
の
批
評
は
、
ケ
h

・ロ

l
実
自
身
を
読
む
者
の
、
俄
に
承
諮

L
得
ゴ
る
所
で
あ
る
(
色
。

「
註
)
な
ほ
喪
山
一
旬
歩
一
玩
味
せ
ら
れ
よ
。
『
土
地
は
.
賀
際
.
性
質
」
高
人
白
欲
望
に
地
し
ヲ
る
物
質
的
性
質
を
も
ワ
止
バ
物
を
興
ふ
る
に
す
害

向
。
而
し
て
そ
れ
に
憎
値
、
即
ち
相
射
的
一
時
的
な
る
性
質
量
附
鼎
す
る
も
白
は
交
換
な
の
で
あ
る
』

F

5

日
L

F

4

雲市
-
Z
E
E
O

』

F
5
}命
切
唱
『
。
色
白
内
内
向
。
ョ

ω
』

E
Z
O
E
d
o
-
d神
品
。

-mH
国
日
吉
司

]
P
A
C
M
H
t
z
唱
F
可
回
目
』
戸
昂
弓
船
内
高
官
司

O甘
『
ぬ
戸

30回
一
括
閣
内

UHSmw-
。司

η-mWA山
内
]
一
恥
内

r
p
s同
O

A
E
]何
日
出
向
円
コ

E
m
E
E一
E
〉

』

Z
一
戸
広
円

0
5
2
4
m
E
R
E
骨
E
o
=
~

債
値
の
決
定
原
因

倒
伯
自
慢

ω後
生
を
交
換
ぜ
い
ふ
一
世
曾
的
歴
史
的
事
質
に
求
む
る
こ
ど
は
、
以
上
過
よ
る
通
・
り
で
あ
る
が
、
然

ら
ば
、

hr
〈
て
あ
ら
は
る
、
各
市
帯
物
の
倒
値
の
大
き
さ
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
決
せ
ら
品
、
か
。
此
の
間
を

考
察
す
る
前
に
・
一
般
的
に
先
づ
注
意
す
べ
き
は
、

F

F

ロ
1
ヌ
が
優
位
決
定
の
原
因
を
ば
、
例
へ
ば
労
働
ぜ

か
、
乃
主
は
放
用
正
か
い
ふ
が
如
量
、
た

v
一
側

ω原
因
に
蹄
す
る
こ
正
な
(
、
数
仰
の
原
因
の
共
似
の
結
田
市
定

説

第
二
干
宍
巻

四
九

都

現

O 
iブL

施

フ
イ
ジ
オ
グ
一
フ
!
ト
の
倒
値
諭

町ほ Ph)':Jiocratc:s， p. 891参君。
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設

施

ア
イ
ジ
オ
タ
ラ
1
ト
の
慎
値
肱

第
二
十
丸
谷

1!9 
丸

第
三
雄

O 

ま
る
も
の
ご
見
て
居
る
貼
で
ゐ
る
。
卸
も
『
同
問
佐
を
決
定
す
H
Q
所
の
も
の
は
、
結
合
せ
る
数
仰
の
原
因
で
あ
る
。

そ
れ
等
諸
原
因
り
共
働

(
8
5
5
)
の
結
果
償
仮
が
定
ま

L
ご
、
先
三
般
的
態
度
を
示
し
た
後
、
彼
は
、
所

説
数
倒
的
原
因
な
る
も
の
を
列
酎
帯
す
る
の
で
あ
る
。
た
uv
彼
れ
が
如
何
な
る
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
・
等
を

|
|
而
し
て
そ
れ
等
の
み
を
|
|
債
値
の
決
定
原
因
E
見
る
に
至
れ
る
か
は
、
彼
れ
の
叙
越
か
ら
だ
り
で
は
明
瞭

で
な
い
。
恐
ら
〈
は
事
賞

ω度
品
国
的
槻
山
四
国
か
ら
・
た
い
・
躍
に
列
車
せ
る
も
の
丸
、
如
〈
見
え
る
。

品
、
は
兎
も
め
れ
、
彼
れ
が
同
問
俄
決
定
の
原
因
ピ

L
t
あ
「
る
も
の
、
筋
一
は
、
事
物
の
有
用
力
郎
も
致
用
で
あ

る
o

『
償
値
は
先
づ
第
一
仁
、
有
用
カ
(
E
司
自
由
民
品
広

5
5ロ
也
を
基
礎
ご
す
。
事
寅
・
何
等
の
数
別
(
ロ
ロ
一
hH3
を

も
持
つ
こ
正
な
き
一
物
は
、
圃
闇
値
を
持
ち
得
な
い
で
あ
ら

j
J

勿
論
彼
れ
は
、
事
物
の
有
用
性
叉
は
致
用
を
以
て
、
事
物
に
悶
有
絶
賛
な
る
一
の
性
質
ピ
は
考
へ
守
、
つ
ま

り
、
そ
れ
を
以
て
、
人
の
欲
望
に
劃
し
て
相
劉
的
な
も
の
ご
見
て
居
る
の
で
あ
る
。

「
数
用
な
る
も
の
は
、
相
調
的
(
耳
目
見
2
0
)
な
も
の
に
す
ぎ
勺
ぃ
。
蓋
L
同
一
物
が
ゐ
る
者
に
封
L
て
は
有
用
で

間

あ
り
、
他

ω者
に
は
不
用
で
あ
る
ご
考
へ
う
る
か
ら
で
ゐ
る
」
者

L
数
則
が
、
物
に
絶
劃
的
な
性
質
に
止
ま
る
な

一
の
事
物
が
剛
嗣
倣
を
持
つ
が
た
め

f
り

rJ
晶、
t
 
き
う
い
ふ
こ
ご
は
め
b
得
な
い
誇
で
あ
る
。
而
し
て
ル
ト
ロ

1
ヌ
は
、

に
は
、
枇
舎
の
誰
か
に
有
用
げ
い
ご
い
与
』

Z
が
、
山
判
断

r
v一
し
居
・
り
さ
へ
す
れ
は
十
分

r
r見
る
の
で
ゐ
っ
て
、

此

ω貼
に
於

τは
、
正
し
〈
コ
ン
デ
ィ
ャ
ッ
ク
の
設
を
肯
定
す
る
も
の
古
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
凶

彼
れ
が
、
殺

mh官
以
て
、
田
明
侃
品
目
生

ω僚
件
ピ
見
る
に
止
ら
子
、
債
依
の
大
き
さ
の
決
定
要
素
ご
見
た
る
こ
ぜ

は
「
一
物
に
於
て
従
来
知
ら
れ
ぎ
る
一
の
カ
を
見
出
す
こ
ど
は
、
其
物
に
耐
闇
値
を
奥
へ
る
-
」
ご
で
あ
・
り
、
す
で
仁

Ibid. p. 89u 

Ibid. p. 890 

Ibid.， p. 890 

Condillac， p. 10参者。
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用
途
を
持
つ
一
物
の
，
フ
も
に
、
新
た
な
る
一
の
用
途
を
後
見
す
る
こ
ご
は
、
そ
の
物
川
町
同
闇
値
を
増
加
す
る
司
」
吉
で

あ
る
O
L
ご
い
へ
る
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。

た
uv
彼
れ
は
‘
致
M
m
h
f
以

τ、
同
闇
値
的
大
き
草
を
決
定
す
る
唯
一
の
尺
度
ご
見
な
い
の
み
な
ら
す
、
事
賃
上
、

さ
ま
で
大
な
る
役
割
を
持
つ
要
素
正
も
見
工
居
な
か
っ
た
岐
に
見
え
る
。
『
債
値
は
何
等
か
の
殻
周
を
前
提
.
す
る

ご
は
い
へ
・
た
め
仁
、
ぞ
れ
が
喰
加
の
税
皮
に
比
例
す
る
ご
い
ふ
結
論
に
は
な
ら
向
。
領
備
を
決
定
す
る
原
因
は

4
4山

町

y
b
R
E

な
は
外
仁
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
〕
己
い
ひ
、
叉
「
者

L
然、
b
中
ん
ば
、
最
も
必
死
な
も
の
が
、
最
も
多
〈
の
慣

侃
を
持
た
ね
ば
な
ら
則
自
答
で
あ
る
が
、
而
も
事
貨
は
反
劃
で
あ
る
」
ど
云
へ
る
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
う
か
uv

ふ
こ

己
が
出
来
る
で
め
ら
う
。

問
問
他
的
大
き
苫
を
決
す
る
第
二
の
原
因
ざ
し
て
彼

ω
め
ぐ
る
も
の
は
、
「
物
の
生
産
に
要
す
る
不
可
避
な
る
山

投
」

E
E
Z
一E
S
B白
E
E
で
あ
る
o

郎
も
い
ふ
『
倒
仙
の
他

ω
一
一
原
因
は
、
一
物
が
要
せ

L
(
S
Z門
司
)
不

可
避
な
る
出
費
で
ゐ
る
O
E
-
-
:
:
比
の
不
可
避
な
る
刷
費
が
倒
格
に
よ
っ
て
回
牧
さ
る
、
こ
Z
は
、
何
に
も
先
ん

閉

じ
て
必
要
で
あ
る
。
」
正
。

然
ら
ば
、
彼
が
不
可
避

ω出
費
を
以
工
、
耐
闇
値
構
成
の
一
要
素
己
考
ふ
る
に
至
れ
る
根
協
は
何
か
ご
い
へ
ば
、

そ
は
、
最
後
に
、
再
生
産
ご
の
閲
係
を
の
ぷ
る
の
僚
に
一
層
明
に
す
る
で
あ
ら
う
如
〈
『
若
L
彼
等
的
要
せ
し
不

可
避
な
る
出
費
が
、
耐
間
格
に
よ
っ

τ同
牧
苫
れ
な
い
な
ら
ば
、
人
は
最
早
、
再
生
産
を
継
総
す
る
た
め
に
、
同
じ

m，
 

労
働
ご
同
じ
資
本
(
仰
ぐ
E
0
2
)
ご
を
つ
い
Y

け
る
の
意
志

(5]OHMSも
可
能
(
窓
口
さ
と
も
持
た
ぬ
で
あ
ら
う
一
戸
か
ら
で

あ
る
。
而
し

τ、
ニ
、
に
所
謂
「
不
可
避
な
る
出
投
」

E

己
は
、
枇
曾
的
に
必
要
な
る
生
産
費
正
い
ふ
に
等
し
い
(
詑
)
O

設

苑

第
二
十
六
経

フ
イ
ジ
オ
ダ
ラ

I
ト
の
伺
値
諭

四
九
三

第
一
一
一
概

fhy?iucrat_es p. S伊
!bi(J" p. ?9J: 
lbld" t. 89r. 892. 
Ibid. p. 893 
lbid. p. E93. 
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世

iPIi 

フ
イ
ジ
オ
タ
ラ

1
ト
白
倒
値
薗

第
二
十
六
巻

四
九
回

第

班

健

『
慣
値
目
ζ

白
原
凶
は
、
正
前
で
あ

0
2
H
つ
不
可
越
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
個
々
。
場
合
に
は
、
大
な
る
部
分
に
峰
て
其
旧
作
用
を
血
白

る
こ
と
が
起
り
狩
る
。
肥
え
た

F
E
-
o
且
つ
且
〈
耕
さ
れ
た
土
地
の
止
出
物
が
大
な
る
剰
俸
を
生
む
に
弔
拘
、
痩
せ
た

5
四
百
円
且
つ
悪
〈
耕
さ

れ
た
土
地
は
、
純
生
成
物
司
目
立
E

】時ロ
o
h
E
興
へ
由
と
と
が
あ
り
、
性
々
に
し
て
す
べ
て
の
山
費
量
岡
政
L
符
な
い
と
止
す
ら
あ
る
@
と
い
ふ
部

は
、
同
一
稀
剃
の
生
産
物
は
す
べ
河
本
車
、
倒
絡
が
、
一
般
的
に
個
々
山
事
情
に
刷
係
な
〈
決
定
せ
ら
る
込
所
由
、

形
成
す
る
に
す
ぎ
白
か
ら
で
あ
る
醐
』

一
仰
の
弛
(
E
耳
目
昌
司
)
を

な
は
、
地
代
が
い
不
可
避
な
る
出
袋
り
一
部

t
L
て
、
備
侃
慣
絡
の
一
部
を
構
成
せ

F
る
ぺ
か
ら
争
、

注
意
を
促
セ
る
は
叶
宥
過
し
難
い
1

0

た
い
彼
等
は
、
地
代
の
う
ち
に
、
所
論
差
領
地
代
ご
、
絶
対
地
代
子
宮
悩
別

す
る
に
止
色
宇
、
(
北

(ω-凪
別
を
初
め
て
明
に
せ
る
は
、
私

ω知
る
限
・
り
で
は
、
通
話
の
如
〈
ロ

l
ド
d

u

F

ツ
ス

で
も
、

T

F

ク
旦
で
も
な
〈
、

7
F
A
Y
λ

、
市
ノ
カ

1
ド
を
承
け
た
V
毛

y
v
・
デ
且
・
u
y
λ

毛

Y

デ
ィ
ー
で
あ
る
叫

が
そ
れ
は
兎
も
角
)
地
代
論
が
蛍
時
な
ほ
、
純
粋
な
議
論
の
封
象
ご
な
ら
F
h
L斜
め
に
、
地
代
は
そ
の
全
部

が
債
値
を
構
成
す
る
要
素
正
な
る
や
、
叉
共
一
部
(
却
ち
絶
封
地
代
)
に
止
ま
る
や
は
、
な
は
ア
イ
J
V

オ
ク
ラ

1
ト

の
経
済
半
で
は
、
判
然
た
る
問
題
を
形
成
し
て
居
な
か
っ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。

t
特
に

反
に
彼
は
、
沼
恒
値
決
定
原
因
り
第
三
山
り
も
の
』
正
し
1
、
事
物
的
「
稀
少
』
又
は
「
豊
富
」

F
E
Z小
O
z
-
-
ち

ga

e
R
o
e
g
ゐ
げ
る
o
a
今
日
に
於

τも
普
通
的
経
隣
肌
茎
同
は
、
価
問
倣
決
定
要
素
の
一
つ
ご
し
て
、
事
物
の
稀
少
性

(
印
白
日
一
門
司
、
品
一
命
的
。

-EMrop--μ
ト
『
且
恥
)
を
数
ふ
る
を
常
ご
す
る
が
、

そ
れ
は
十
八
世
紀
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
闘
で

も
、
す
で
に
そ
れ
は
越
設
で
ゐ
っ
た
も
の
、
如
〈
見
え
る
(
駐
)
O

「
稀
少
か
豊
富
か
も
亦
・
傾
備
に
多
大
の
影
響
を
及
は
す
原
闘
で
あ

ιr」

Jbid. p. 893 
Jbid. p. 8i>.1. 
SilTIOIlde de: s四 nondi; Nouva~x: principes u・economie pol~tiqlle-， chap 
XIll.私心 F詐にあるも白は、 1827年内修ニ服である封、 ζ 由事出 1819J-I'-印

も Marxの生れた翌午に山た第一服に於てすでにずfする ζ とは、コ与えJ及 v'静
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「
一
具
性
質
上
一
の
財
柁
る
一
物
が
固
有
償
値
(
こ
の
意
味
は
後
に
の
よ
|
|
山
本
)
を
有
す
る
が
翁
め
仁
は
、
其

獲
得
が
誰

L
も
勝
手
紙
催
己
い
ふ
程
に

L
か
く
容
易
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
謹
也
の
皮
に
限
り
が
め
り
、

共

ω獲
得
的
可
能
性
が
限
定
吉
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
水
は
欠
く
べ
か
ら
さ
る
一
の
財
で
は
あ
る
が
、
併

し
一
の
回
布
川
岡
純
を
持
つ
に
は
仙
川
、
り
に
コ
ン
毛
V

ニ
じ
め
る
己

監

私
は
、
司
シ
」
ア
イ
ヤ
ツ
ク
の
「
向
諜
と
此
凶
い
同
十

1
d
山
次
史
己
犠
及
び
そ
心
箔
致
に
よ
り
て

L
か
い
ふ
。
門
町
長
』
「
何
百
円
。
目
u
n
Z
円。ー

同

μESZυ

。E
E
O
Z
百
四
円
耳
詔
日
明
司
、

E
t
r
E
q
E
ξ
宮
内
局

E
吋

F
2
5
F
Z
M
Z
《凶一月コ+』一ペロロ
o
n
y
o
m
O
5
』

um昆

s-2『

』吾己一

EZc-色。
ω
g
a
n
理

E
白
骨
四
Z
ι
0
3
3
z
h
M
w
h
ミ
骨
話
、
内
z
b
E立
た
〈
0
5
2
Q
F
O
」叩ロ
-
2
2骨
司
自

酬
明
他
的
原
凶
ご
し
て
の
事
物
的
「
稀
中
性
」
に
開

Lτ
は
、
特
に
幻
意
す
べ
き
-
」
吉
が
め
る
o

帥
も
そ
れ
は
、
彼

れ
が
、
事
物
の
稀
少
性
を
以

τ「
本
来
物
別
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
併

t
叉
相
劉
的
な
も
の
で
ぬ
る
」
ご
な
す
鮎

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
例
へ
ば
、
船
子
は
金
剛
石
よ
ち
も
些
慌
で
あ
今
、
振
は
烏
よ
弘
り
も
多
い
ど
い
ふ
現
象

は
本
来
、
物
現
的
な
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
一
つ
よ
ち
も
二
つ
は
よ
h
多
〈
、
二
つ
よ
ち
も
一
つ
は
よ
ち
少
い

vz

い
ふ
こ
ご
な
の
で
あ
る
。
だ
が
然
し
問
問
伯
の
要
素
正
し
て
の
稀
少
又
は
豊
富
は
、

h
r

、
る
物
理
的
な
紹
釣
量
が
、

人
間
の
需
要
供
給
己
相
封
的
に
考
へ
ら
れ
た
意
味
に
す
ぎ
な
い
、
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
彼
れ
が
「
一
品
質
消
費
岩

ア
ポ
シ
ダ
シ

λ

の
放
を
増
加
す
れ
ば
.
盟
官

ω紋
践
は
最
早
煩
倣
に
劃
す
る
一
の
防
害
で
は
な
く
な
る
で
あ
ら
う
o

商
業
に
よ
っ

τ生
産
物
の
分
量
を
増
加
す
れ
ば
、
地
方
的
稀
少
性
は
最
早
戚
じ
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う
o

戎
地
方
岳
山
苦
し
む
る
泣
霞

が
、
た
h
v
m
車
工
個
々
の
不
幸
に
止
ま
り
、
倒
佑
に
掛

L
て
何
等

ω
結
換
を
も
及
ぼ
さ
な
い
の
は
右

ω
理
由
に
基
〈

槌

も
の
で
ゐ
る
』
ご
い
っ

τ居
る
の
は
、
炉
、
る
意
味
で
わ
h
、
3
き
に
遁
ぺ
た
、
一
事
物
の
殺
用
を
ば
、
事
物
の
絶

il¥'; 

事E

フ
イ
ジ
十
一
グ
ヲ

l
ト
の
恨
値
誠

第
二
十
六
を

四
九
五

第

枕

二版嬰約目衣の開花に上って知り 1:Jる。シス毛ンダイゅ組主j地代l泣には、暗
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説

苑

ア
イ
ジ
オ
ク
ヲ

1

1
内
側
値
論

第
二
十
六
巻

E司
1L 

第一一一雄

四

割
的
性
質
正
の
み
解
せ
苫
る
己
同
じ
考
方
で
ゐ
る
o

而
し
て
か
〈
初
期
の
経
・
併
事
者
逮
が
、
耐
恨
佐
川
り
決
定
に
於
り

る
主
制
問
的
事
情
を
無
税
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
思
ふ
に
、
コ
ン
デ
イ
ヤ
ツ
h
y

の
驚
〈
ぺ
き
す
る
ど
き
批
評
の
功
績

に
蹄
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
見
じ
注
意
を
備
す
る
こ
ご
は
、
ル
ト
ロ

1

ヌ
が
、
痕
値
の
原
因
ご
し

τゐ
ぐ
る
諸
原
因
の
各
が
、
現
質
に
師
闇
値

の
決
定
じ
拳
奥
す
る
役
割
の
並
要
皮
は
・

h
叩

w
r
rバ
ケ
十
、
異
な
る
吉
見
て
居
る
見
解
で
あ
る
G

そ
れ
は
決
し
て

稀
少
性
に
の
み
閲
す
る
も

ω一
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
れ
が
稀
少
性
に
関
聯
し
て
丑
れ
を
の
べ
て
居
る
の
で
、
本

も
そ
れ
を
ニ
、
じ
一
言
す
る
に
ご
、
し
た
。
「
者

ww、
好
奇
、
純
粋
な
フ
ァ
ン
ア
ジ

1
の
諸
物
に
つ
い
て
は
稀
少
性

が
主
た
る
役
割
を
す
る
云
々
い
ご
一
両
っ
て
居
る
の
は
、
其
の
見
解
を
示
す
も
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
方
自
蹴
は
決

し
て
フ
イ
~
オ
ク
ラ

1
ト
に
初
ま
る
も
の
で
は
な
〈
、
カ
ン
チ
ヨ
ン
の
す
で
に
極
め
て
明
瞭
仁
述
べ
て
居
る
践
で

は
ゐ
る
が
‘
併
し
刑
制
値
を
数
制

ω市
川
凶
に
蹄
す
る
論
者

ω
必
ら
宇
、
鯛
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
問
で
あ
ら

F

フ。

同
問
倣
決
定
り
第
四
的
原
岡
正
し

t
、
彼
川
り
ゐ
「
る
も
の
は
、
競
争
で
め
る
。
耐

L
τ
所
謂
競
争
ピ
は
、
彼
凶
言

胡

葉
に
よ
れ
ば
「
消
費
者
川
競
守
ご
資
ら
る
べ
き
生
産
物

ω競
等
し
ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
、
且
つ
競
争
は
倒
値
を

ば
「
終
審
的
に
決
す
る
い
〕
内
H
R
2
0
8
5
0
E
5日
自
作
己
な
す
の
で
あ
る
。
終
審
的
に
決
す
る
正
い
ふ
言
葉

ω
意
味

は
、
彼
の
説
〈
所
ゐ
ま
り
に
節
仁
す
ぎ
て
十
分
別
慨
に
[
難
い
。
「
競
守
は
上
来
週
べ
来
れ
る
諸
原
因
に
従
肱

L

τの
外
、
債
格
的
怯
則
を
定
む
る
も
の
で
は
な
い
]
ど
い
ふ
言
乗
り
如
き
は
、
叙
上

ω三
原
因
が
第
四
の
競
争
己

い
ふ
形
を
泌
し
て
作
用
す
る
正
解
L
う
る
様
で
も
ゐ
る
が
、
併
L
、
彼
れ
が
無
保
件
に
四
原
因
を
列
悲
し
叉
「
此

等
諮
問
胤
闘
の
各
は
、
ぞ
れ
ム
¥
闘
布
ゆ
影
響
念
持
丸
一
帯
物
の
山
県
へ
ら
れ
た
る
朕
態
に
従
っ
て
作
用
す
る
」
古
い
へ

!~)!~. p・894
Jbid. P. 8c:ι 
仁antil1on，Es日 isur 1臼 naturedu commercc en gen古al(1755)私自手前
広あるi¥'lauvi!lon，__DiscoufS po1itiquc de M. Davide HUIÌlI~ -1756 t・3目に
おさめ bる hも")C!'.l、 p， 175目
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る
よ
り
推
し

τ、
私
は

L
ば
ら
く
、
以
上
の
四
原
因
が
同
列
に
並
べ
ら
れ
て
居
る
も
の
ご
解
し
、
従
う
て
「
終
審

的
に
決
す
る
」
一
去
々
も
、
単
に
競
守
が
同
闇
値

ω決
定
上
、
甚
に
重
大
な
る
作
用
を
な
す
ご
い
ふ
位
の
意
味
に
解
L

Z
詮
〈
。
(
特
に
先
輩
の
品
棋
を
乞
ふ
)

今
右
に
引
用
せ
る
所
に
、
私
が
図
勅
を
附
L
た
『
事
物

ω典
へ
ら
れ
た
る
放
態
に
従
っ
て
作
用
す
る
」
正
い
ふ
言

葉
は
、
震
は
ル
ト
ロ

1
1
に
ま
っ
て
は
、
無
意
味
な
ヨ
口
業
で
は
な
い
。
な
壱
ぜ
い
ふ
に
、
彼
の
見
解
で
は
、
以
上

の
岡
原
因
は
、
共
働
伊
結
果
、
事
物
の
煩
備
を
決
定
す
る

ωで
は
あ
る
が
、
圭
の
場
合
事
物
の
異
な
る
に
従
っ
て

そ
れ
ん
¥
の
原
因
の
作
用
す
る
役
削
の
重
要
出
血
が
異
な
る
の
み
な
ら
す
、
同
和
の
事
物
に
つ
い
て
も
亦
、
時
所
を

異
に
す
る
に
従
ひ
、
各
要
素
の
状
態
が
遜
勤
し
っ
、
ゐ
る
ご
考
へ
る
が
放
で
あ
る
。
而
し
て
要
素
が
縫
勤
し
っ
、

ゐ
る
限
・
9
、
「
倒
値
は
決
し
て
確
定
出
M
2
3
れ
な
い
し
、
叉
さ
れ
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
』
ご
な
す
は
、
来
よ
'
り
骨
田

然
の
ヨ
』

E
で
ゐ
る
。
「
比
等
諸
原
凶
の
各
ー
は
、
ぞ
れ
ん
¥
岡
有
の
影
響
を
持
ち
、
事
物
の
奥
へ
ら
れ
た
る
蹴
越

に
従
っ
て
作
用
す
る
。
然
る
に
ニ
の
事
物
の
典
へ
ら
れ
た
る
扶
越
は
不
断
に
縫
動

ωう
ち
に
あ
る
も
の
で
ゐ
る
か

ら
、
慣
値
は
確
定
さ
れ
な
い
し
又
吉
れ
得
な
い
の
で
ゐ
る

J

F

ト
ロ

I
ヌ
が
、
事
物
の
優
位
を
決
定
す
る
原
凶
ご
し
て
、
番
鋭
を
附
し
て
、
列
由
帯
す
る
も
の
は
、
以
上
第
一

よ
h
第
四
に
至
る
四
つ
で
あ
り
、
且
つ
四
つ
に
限
る
o

然
る
に
彼
は
、
以
上

ω外
、
節
を
明
に
し
、
且
つ
番
放
を

附
す
る
こ
ご
な
〈
し
て
、
「
問
問
値

ω外
的
原
因
』

pzz
ロ
一
昨
品
目
命
日
な
る
も
の
を
附
加

L
、
E
っ
、
生
産
物
自
慌
が

問
問
他
の
外
的
原
因
な
り
ご
な
し
て
居
る
。
一
一
世
ぞ
れ
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

私
は
君
主
に
、
倒
佑
の
定
義
を
う
か
uv

ふ
に
嘗
h
J
・
価
問
儲
は
交
換
の
割
合
の
う
も
に
存
し
、

そ
の
カ
を
絶
品
剖
的

設

ア
イ
ジ
オ
タ
ラ

p
t
四
個
値
論
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i泣

苑

F
s
q
d
A
タ
ラ

B
L
r
O
償
値
論

第
二
十
六
書

凶
九
八

第
三
櫨

〆、

大
き
苫
を
有
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
交
換
関
係
に
泣
か
る
、
他
的
事
物
の
交
換
力
ご
相
調
的
な
大
き
古
を
有
す
る

に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
「
一
定
の
物
の
倒
伯
の
大
き
さ
は
、
北
九
物
自
惜
の
上
に
は
何
等
の
竣
化
な
〈
ご
も
、

交
換

ω相
手
方
ご
な
る
他
の
物
の
上
仁
起
る
晶
由
化
に
よ
っ
て
、
踊
同
化
し
う
る
も
の
で
ゐ
る
o
」
古
い
ふ
ニ
£
・
を
云
っ

た
o

今
調
値
の
外
的
原
因
は
、
こ
の
こ
ご
仁
閲
臓
を
持
つ
。

印
も
一
物
は
J
土
地
し
来
れ
る
如
〈
、
そ
の
致
用
・
そ
の
生
産
に
要
す
る
費
用
、
そ
の
稀
少
性
、
件
直
に
そ
の
物

的
資
買
に
関
す
る
競
守
の
四
者
が
共
同
作
用
仁
ょ
う

τ定
ま
る
ご
い
ひ
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
は

r
v事
物

的
上
に
起
る
事
情
で
、
い
Y

は
h
y

内
的
府
間
ご
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
若
し
之
を
川
に
比
す
れ
ば
、
そ
れ
等
は
す

べ
て
流
の
こ
も
ら
序
に
枯
れ
る
事
情
を
見
た
も
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
倒
値
の
俊
生
を
交
換
に
求
む
る
場
合
、
交
換

の
相
手
方
の
増
加
は
・
ご
り
も
な
ほ
さ
す
、
そ
の
市
中
物
の
償
純
を
増
し
、
そ
の
一
反
謝

ω場
合
に
は
減
少
せ
さ
る
を

得
な

ν
。
か
〈
し
て
謝
庄
の
事
情
は
、
此
山
序
の
事
物
の
倒
低
に
此
山
一
汗
の
事
情
は
謝
岸

ω倒
的
に
、
正
に
外
的
瓜
凶

ご
し
て
影
響
を
も
っ
。
コ

1
ズ
ユ
ル
-
一
7
9
9
1
u
y
古
都
す
る
は
、
か
、
る
意
味
に
於
け
る
銅
山
斥
ω
M
M
困
を
指
す
。

.
‘
.
、
、
、

而
し
て
「
生
産
物
自
髄
が
償
低
の
外
的
朕
凶
な
h
」
ご
い
ふ
は
、
あ
る
一
物

ω生
産
の
増
加
は
、
交
換
せ
ら
る
ぺ
き

他
物
の
伺
値
の
増
加
の
外
的
原
因
で
あ
h
、
交
換
せ
ら
る
べ
き
他
物
の
生
康
増
加
そ
の
も
の
は
、
此
の
事
物
の
外

的
原
因
な
h
ぜ
い
ふ
意
味
で
ゐ
る
。

「
吾
人
は
、
真
に
進
ん
で
、
川
悦
偵
の
外
的
.
胤
囚
如
何
を
探
ら
ね
ば
な
ら
向
。
而
し
て
五
円
人
は
、
そ
れ
が
生
産
物

白
憾
で
わ
る
ご
ご
を
認
め
る
。
-
』
の
見
地
は
極
め
て
重
要
な
る
も
の
で
ゐ
る
υ

債
依

ω
本
位

(
4
0
E
Rず
の
)
た
る

も
の
は
生
産
物
自
位
で
ゐ
る
。
生
産
物
は
す
べ
て
交
換
り
j
-
Y
Y
1
ω

中
に
入
ち
込
ん
で
、
相
互
に
・
相
手

一一一」 一 一 一 一 一 一 一 一

一
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(
n
E
H
百旬。

He)
ご
な
る
o

放
に
消
袋
物
の
分
量
の
み
な
ら
す
亦
、
主
主
師
闇
値
を
決
定
す
る
も
の
は
、
訓
作
の
叫
臥
曲
四
で

め
る
。
蓋

L
交
換
に
よ
っ
て
、
そ
引
事

w
r得
る
能
か
を
山
目
的
応
ず
る
い
も
が
、
そ
炉
事

w
r
r一
昨
ふ

J

べ

γ中
I

山田の山由

少
を
決
定
す
る
も
の
、
は
耕
作
の
紋
態
に
か
ら
で
ゐ
る
。
」

こ
、
で
五
口
tq
は
、
中
戸
ト
ロ

1
1
の
困
問
値
論
に
於

τ
一
見
矛
盾
に
見
え
る
が
如
き
一
黙
に
到
着
し

τ
居
る
。
.
「
生

斥
物
の
府
加
は
、
同
慣
値
の
増
加

ω原
因
な

h
ゃ
、
そ
の
減
少
の
原
図
な
ら
や
』
ご
い
ふ
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼

は
一
面
に
於
て
生
産
物
の
稀
少
は
伺
値
を
増
加
し
型
富
は
之
を
減
少
す
ご
説
さ
つ
、
、
他
方
に
於
一
1
、
生
康
物
の

豊
富
は
煩
値

ω増
加
の
原
闘
な
b
己
主
張
す
る
。
此
の
問
題
は
・
ル
ト
ロ

I
R
向
身
が
す
で
に
、
白
ら
之
を
悶
ひ

且
つ
自
ら
之
に
答
へ
て
居
る
所
で
あ
る
。

「
人
成
は
反
謝
し
て
次

ω如
〈
い
ふ
で
あ
ら
う
。
印
も
こ

ω淡
の
見
解
は
、
摩
守
田
及
び
稀
少
が
側
伯
に
影
響
す

古
い
ム
原
理
に
矛
盾
す
る
。
豊
富
は
澗
偵
を
減
少
す
る
所
か
、
之
を
増
加
し
、
少
〈
ご
も
之
を
維
持
す
る

ω結
県

を
持
つ
こ
ご
仁
な
・
り
は
せ
副
か
、

Z
」
て
』
の
自
問
に
謝
し
て
彼
は
、
先
づ
「
そ
ニ
に
は
宅
末
の
矛
盾
も
む
什
せ
ぬ
」
ご

前
提
し
っ
、
、
次
の
如
き
回
答
を
典
へ

τ居
る
。
「
あ
る
一
定
の
生
産
物
が
県
富
な
る
時
、
他
の
す
べ
て

ω
事
物

に
様
化
が
な
い
な
ら
ば
‘
そ
の
結
果
ご
し
て
そ
の
物
の
侭
値
を
減
少
す
る
こ
ご
は
確
で
ゐ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
五
回

人
は
平
年
ご
同
じ
牧
獲
に
止
ま
る
他
の
一
生
産
物
を
得
る
が
た
め
に
、
(
平
年
よ
り
も
豊
富
な
生
成
物
を
ば
)
昨
年

よ
り
も
よ
h
多
く
興
へ
る
一
℃
あ
ら
う
。
そ
の
漣
も
亦
異
で
あ
る
。
蓋
し
・
消
費
者
の
欽
も
、
他
的
生
席
物
の
分
量

も
増
加
す
る
こ
ご
な
く

L
て
、
官
該
生
産
物
の
よ
b
大
な
る
量
が
交
換
に
ゐ
ら
は
る
、
が
震
で
あ
る
。
放
に
そ
れ

が
員
ら
れ
得
る
た
め
に
は
、
薬
師
個
格
を
引
下
げ
ね
ば
な
ら
泊
。
換
言
す
れ
ば
・
仙
の
生
産
物
的
一
定
量
を
得
る
が

設
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ア
イ
グ
オ
ク
ヲ

I
ト
白
慣
値
商

い
つ
も
よ
ち
よ
ら
多
〈
を
奥
へ
ね
ば
な
ら
向
。
な
ゆ
な
ら
ば
、
自
己
の
生
産
物
ご
の
交
換
に
よ
る
の

ア
ア
考
『
A
W
T

外
、
問
題
の
生
車
問
物
を
支
抑
を
得
る
こ
ご
の
出
来
な
い
消
費
者
に
割

L
、
問
題
の
生
産
物
を
支
梯
ふ
べ
き
能
力
が

増
加
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
品
川
り
に
製
品
市
な
生
産
物
の
所
有
者
仁

L
て
者

L
其
手
を
弛
め
る
こ
ど
私
欲
し

な
い
ー
な
ら
ば
.
そ
の
生
産
物
の
一
部
は
彼
等
の
手
許
に
残
る
で
ゐ
ら
う
。
故
に
彼
等
所
有
者
逮
は
、
事
物
の
自
然

に
よ
り
、
帥
も
寅
ら
ん
ご
す
る
欲
盟
、
及
び
彼
等
の
聞
に
存
す
る
競
守
に
よ
h
J
て
、
そ
め
債
格
の
引
下
げ
ef
倫
儀

な
〈
さ
れ
る
o」

誼

第
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十
六
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印
も
交
換
の
相
手
が
増
減
L
な
い
の
に
、
ゐ
る
一
物
の
生
産
が
増
加
す
る
芭
き
は
、
右
遁
h
A

る
が
如
き
機
構
に

よ
っ
て
共
の
事
物
の
師
四
位
は
減
少
せ

F
る
を
得
な
い
。
『
某
逆
も
亦
異
で
あ
ふ
パ
』
ざ
い
ふ
の
だ
か
ら
、
他
の
事
物
に

増
減
な
き
場
合
に
、
そ
の
生
誕
肢
の
減
少
せ
る
一
帯
物

ω倒
侃
は
増
加
せ

F
る
脅
得
な
い
o

花
は
こ
の
明
瞭
な
論
理
、

印
も
償
伯
を
交
換
物
間
的
相
指
的
大
き
ご
見
る
見
解
の
必
然
の
論
理
が
、
ル
ト
ロ

1
ヌ
に
於
て
如
何
に
十
分
に
賞

か
れ
て
居
る
か
を
示
す
が
た
め
に
、
依
り
に
も
長
い
引
用
を
し
て
来
た
。
併
し
な
が
ら
‘
な
ほ
一
府
の
明
瞭
を
期

す
る
が
た
め
に
、

A
1
す
こ
し
{
引
用
を
つ
い
り
ね
ば
な
ら
向
。

他
の
生
産
物
に
増
減
な
き
場
合
に
於
り
る
一
物
の
生
産
的
府
減
は
其
の
煩
値
の
減
増
を
粛
す
も

ωご
す
れ
ば
、

更
に
、
す
ぺ
て
の
碕
類

ω生
産
物
が
等
し
〈
豊
富
に
つ
〈
ら
る
、
場
合
優
位
は
ど
う
な
る
が
。
日
〈
耐
慣
伯
は
増
減

な
〈
・
も
ご
の
ま
、
に
維
持
せ
ら
れ
、
た
h
v

消
費
の
増
加
ゐ
る
の
み
ご
素
よ
h
J
、
論
理
的
り
常
然

ω蹄
結
は
?
フ

な
〈
て
は
な
ら
品
目

ωに
が
、
併
し
十
八
世
記
の
経
済
事
者
ご
し
て
は
、
分
析
の
明
瞭
な
る
、
一
の
枇
晶
、
き
を
値
す
る

で
あ
ら
う
。

lbid. p. 896， 897 
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「
今
す
ペ
て
の
碕
類
の
生
産
物
が
等
し
〈
豊
山
崎
な
一
年
を
制
定
せ
よ
o

而
も
な
は
吾
人
は
、
そ
れ
等
的
生
産
物

が
、
す
べ
て
其
償
佐
を
滅
す
る
古
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
が
o

若
し
吾
人
が
其
の
外
見
ゆ
み
を
見
、
各
生
産
物
ご
貨

他
市
ご
の
閲
係
を
側
々
に
見
る
な
ら
ば
、

若
[
商
業
な
る
も

吾
人
は
消
費
が
若

L
き
増
加
を
な
し
た
が
二
五
は
ね
ば
な
ら

恐
ら
〈
は
左
様
に
い
ひ
う
る
で
ゐ
色
う
。

き
り
乍
ら
、

の
が
交
換
に
よ
る

ω外
・
行
は
れ
ぬ
も
の
さ
す
れ
ば
、

す
、
阿
し
て
各
生
魔
物
は
、

{~! 
U) 

生
所i
物
0) 
よ、な
ら、せ刊
多古

仕
ハ
腐
他
国
も
止
問
交
換

ω
訓
ん
口
を
失
っ
た
ご
い
っ
て
は
な
ら
ぬ

E
あ
ら
う
o

ふ
に
、
吾
人
は
、
或
る
生
産
物
の

U
い
多
(
を
県
ふ
る
に
至
る
け
れ
H

と
も
、
北
(
代
h
、

、
.
‘
‘
.
‘
.
、
、
.
、
、
.
、
.
、
、

を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
o

か
〈

L
て
相
劃
的
平
等
は
維
持
U

ぜ
ら
れ
、

ま
る
。
」

た
い
消
費
に
於
て
絡
割
的
品
理
化
が
あ
る
に
止

U
F

ト
ロ

1
ヌ
が
、
生
産
物
自
髄
を
傾
値
の
外
的
原
因
な

h
z
v
ふ
は
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
し
、

物
の
生
産
が
他
物
の
同
桐
伯
的
外
的
原
因
な
り
ご
い
ふ
意
味
で
あ

h
、
-
」
、
で
も
亦
、
吾
人
は
、
彼
れ
の
刑
問
値
が
、

物
質
そ
の
も
の
ご
十
分
に
恒
例
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
看
取
し
得
る
の
で
ゐ
る
o

か
〈
て
、

説

フ
イ
ゾ
オ
タ
ラ

i
ト
の
慣
制
論

第
二
十
六
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